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会費納入のお願い

早いもので前回の役員選挙から1年半が経過しようとしています。先日平成
24年度および25年度の役員選出の実務を担当する選挙管理委員会が発足しま
した。
さて選挙権の選出等については、役員選出規定第2条に定められております。

選挙権の有資格者は、当該年度の会費を納入した者。被選挙権の有資格者は、
前年度と当該年度の会費を納入した者。となっております。今年度の会費が
未納の先生方におかれましては、早急に会費を納入いただきますようお願い
いたします。
なお振替口座は、00940-5-181826 近畿学校保健学会事務局です。よろしくお
願いします。
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第58回近畿学校保健学会（平成23年度年次学会）報告

１．第58回近畿学校保健学会を終えて

学会長　森岡　郁晴

（和歌山県立医科大学保健看護学部教授）

平成23年7月2日，第58回近畿学校保健学会を和歌山県立医科大学保健看護学部で開催し，無事終了

いたしました。

午前中は，一般演題33題を3会場に分かれてご発表いただきました。A会場では，保健学習・保健教

育，養護教諭・保健室，B会場では，発育・発達，危険行動及びネット環境，食行動，C会場では，食

育・生活習慣，保健管理に関する研究の発表が行われました。どの会場の演題も興味深く，充実した

内容のものでした。質疑応答が熱心に行われる中，予定の時間内で各セッションを完了くださいまし

た座長の先生方に，この場をお借りして御礼申し上げます。

一般演題終了後は，新しい企画として昼食懇談会を行いました。これは，会員相互の懇親を深めて

いただきたい，また，演者には発表後に座長と和やかな雰囲気で話をする機会を提供したいと考えた

ためです。幸い盛況な会になりましたので，皆さんにとって有意義な会になったものと信じています。

総会は，評議員会と一緒に行いました。これは，昼食懇談会の時間を確保するという理由もありま

すが，一般会員の皆様にも評議員会の雰囲気を知ってもらい，より学会の活性化につながればいいと

判断したからでした。多くの方にご参加いただき活発な議論ができたと思っています。

午後は，睡眠研究の権威である，兵庫県子どもの睡眠と発達医療センター長の三池輝久先生をお招

きして，「子どもが伸びる睡眠とは－眠りが脳を創り・育て・守る－」の題で教育講演をしていただき

ました。大変好評で，時間が短く感じられるほどでした。睡眠不足が脳の働きに及ぼす影響から，睡

眠の重要性を再認識する良い機会になったと思います。

続いて，「子ども達を取り巻くネット環境の実態とその対応」と題したシンポジウムを行いました。

4人の先生方に各々の立場から多面的にお話をいただきました。各々のお話は大変有意義なもので，新

しい知見・知識を与えていただいたと思います。

閉会にあたり，第58回近畿学校保健学会賞の表彰を行いました。これは，大学院生あるいは若手研

究者の価値ある研究を顕彰して，これからの発展に繋がることを祈念して設けさせていただきました。

審査委員会による選考を行いましたが，僅差で3名を選ばせていただきました。受賞された方はもとよ

り皆様の今後の活躍を祈念しています。

最後に，本学会を開催するにあたり，ご支援いただきました，和歌山県教育委員会，和歌山市教育

委員会，和歌山県医師会，和歌山県歯科医師会，和歌山県薬剤師会，和歌山市医師会をはじめとする

諸団体，企画運営委員の皆様，そして本学の大学院生，学部学生の諸君に深く感謝し，お礼を申し上

げます。
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２．一般演題座長報告

【Ａ会場】
保健学習・保健教育①

座長　白石龍生（大阪教育大学）

Ａ－１　小・中・高の12年間の保健学習の系統
性についての研究（浅井千恵子他）
大学生を調査対象としてアンケート調査を実

施し，保健学習の実践実態を把握し，学習内容
の系統性について考察を加えた。その結果大学
生においては，それまで習得した知識があまり
定着していないことを明らかにした。保健学習
の内容の系統性そのものの評価法について質疑
がなされた。学習指導要領の記述では，系統性
は明らかにされているが，教える側の教師がそ
れをどうとらえているのか，興味がある点であ
る。今後教師側の意図も含めてさらに検討され
ることを希望したい。

Ａ－２　保健授業の意識調査（前川　麓他）
高等学校の保健授業の改善を図るために，京

都府下の高等学校の保健体育科教師および高校
3年生を対象に調査を行った。学習指導に自信
がない教員は，保健の授業への興味関心が低く，
苦手な分野として「生涯を通じる健康」が挙げ
られ，授業を受けた高校生も印象に残っていな
いことが明らかにされた。本研究は，授業者と
生徒両面からアプローチを加えたものであり，
その成果が今後期待される。

Ａ－３　中学校保健学習の小単元に対する難易
の意識および関連要因（上田裕司他）
中学校に勤務する保健体育科教員を対象とし

て，保健分野の小単元の指導における難易につ
いて調査が行われた。小単元の難易と「保健学
習の実施状況」，「授業の方法や工夫」，「保健学
習に関する研修会」および「大学での保健体育
に関する授業」との間には関連性がないことが
報告された。難易の背景要因として因子分析が
なされ，「生活に関わる健康」，「主体に関わる
健康」および「環境に関わる健康・安全」の3
因子が明らかにされた。さらなる研究の推進が
期待される。

Ａ－４　中学校保健分野の医薬品に関する授業
実践（上田裕司他）
平成24年度より中学校の学習内容に「医薬品

の正しい使い方」が追加されることを踏まえて，
実際に授業実践を行ったものである。ブレイン
ストーミングや実験さらには医薬品の説明書を
用いた調べ学習を取り入れることが効果的であ

ることが報告された。医薬品は，その使用を間
違えると健康の保持にとって悪影響を及ぼすこ
とから，生徒の意識さらには知識の定着度を含
めて今後さらに検討されることを期待したい。

保健学習・保健教育②　
座長　大矢紀昭（滋賀医科大学）

Ａ－５　保健教育（保健学習）における模擬授
業の効果（高井聰美他）
中教審答申の「養護教諭の専門性を生かした

保健教育に果たす役割」を受けて，養護教諭を
目指す学生に必要な保健教育の力をつける目的
で学生32名を対象に1年後期「保健科指導法」
の模擬授業を実施し，終了後に提出された評価
票を分析した。最多カテゴリーは授業技術1182
件であり，子どもに教えることの難しさに関す
る文であった。学校保健での「保健教育」のさ
らなる充実のため一般小児科の学校医にも同様
に，授業技術の解りやすいマニュアルを作って
いただければ非常に有効と思います。

Ａ－６　教科学習と連携する食に関する指導を
実践するためのe-learning システムの開発
（坂本達昭他）
現在学校で行われている食育指導の効果を限

られた授業時間であげるため，勤務校や自宅で
も学習できる教諭，栄養教諭を対象とするe-
learningシステムが作成され，誰もが利用でき
るようにインターネットに公開されている。こ
のシステムは，1.食育の実態把握，指導の全体
計画と評価法。2.教材の内容：1年生～6年生ま
で各学年のコンテンツを含んでいる。以上の内
容が大阪市・堺市の食育指導校で担任教諭と栄
養教諭により実施され，実際の授業で有効性も
確認された。私も利用させていただきます。

Ａ－７　生活習慣への介入としての健康教育の
実践とその効果（藤原　寛他）
特別な既往のない中学生（男347名，女324名）

を対象に，身長，体重，腹囲，体脂肪率，血圧
等，生活習慣と自覚症状に関する調査を行った。
その結果，対象者が最も関心示したものは，体
型指標（男：身長，女：体重），測定項目
（男：動脈硬化度等，女：体脂肪率），生活習慣
（男：運動，女：食事），生活習慣の改善（男女
共：食事），今後の改善（男：体力向上，女：
学習習慣）であった。昨年度に比較して，半数
に生活習慣の改善がみられた。この良好なコン
プライアンスを維持する良い方法を探究して欲
しい。
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養護教諭・保健室　
座長　北口和美（大阪教育大学）

Ａ－８　養護教諭が行っている月経痛への対処
法の授業（平田まり他）
研修会に参加した養護教諭，小学校103人，

中学校62人計165人（有効回答率31.9％）を対象
に，月経に関する授業の実施状況・担当者・授
業内容の調査を行った。養護教諭による月経の
授業は中学校での実施率を高める必要性，月経
痛の対処法では校種による有意な差はなく，薬
剤に頼らないセルフケアを実施していた。今後
は，学校教育における授業の位置付け，さらに
月経痛は個人差があることから，集団指導と共
に個別指導の検討も望まれる。

Ａ－９　養護教諭が行う健康相談のプロセスの
検討（第3報）－健康相談記録・校内連携用シ
ートの活用－（福島寛子他）
健康相談のプロセスで，健康相談記録及び校
内連携シートの実用性を確認するために，スノ
ーボール方式で選定した40歳代の養護教諭31名
を対象に，記入の難易，項目数，活用について
調査を行った。健康相談記録は形式上の修正，
連携シートは，項目は適当としながらも記入内
容の明確化や活用の方法について検討が必要で
あることが示唆された。調査方法で，特定の集
団や階層を対象にした調査には有効な標本抽出
であるが，校内連携で困難感を持つ経験の浅い
養護教諭の意見も反映され，幅広い活用につな
がることを期待する。

Ａ－10 養護教諭志望学生の学習意欲向上と深
化のための「授業通信」の試行（古角好美）
短期大学における養護教諭の養成教育におい

て，学習の理解度や定着化が危惧される1回生
26名を対象に授業者と学生のコミュニケーショ
ンを高め，双方向性を重視した授業通信の効果
について検討した。授業通信は一般的には形成
的評価を行う一つの方法として実施される場合
が多い。発表では授業内容の振返りや授業想起
の効果はみられたが，学習意欲の向上や深化を
図るには，学生が目標とする授業レベルの把握
や授業者の授業内容の補完に向けた授業通信の
あり方について継続研究が必要と思われる。

Ａ－11 発達障害のある児童生徒支援における
養護教諭の役割についての一考察（古川恵美他）
発達障害の児童生徒の教育は，学校教育の今

日的課題であり，養護教諭にも特別支援教育に
果たす役割が期待されている。保護者やそれら
の生徒に関わっている高校教員が求める養護教

諭の役割を整理し，養護教諭の職務内容と関連
付けた発表であった。今後は高校だけでなく，
多くの校種で調査を行い，発達段階における役
割を明確化することの希望や周囲のニーズに応
じた役割だけでなく，養護教諭自身は何を専門
的役割と考えているのか，他の特別な教育ニー
ズを持つ子どもの役割との同異を明らかにして
頂くことを期待する。

【Ｂ会場】
発育・発達　
座長　藤原　寛（京都府立医科大学小児科）

Ｂ－１　中国の日本人幼稚園に通う園児の社会
性の発達状況（大西修平他）
上海市と大阪府の幼稚園児と保護者を対象に

教育システムや生活環境の違いが社会性の発達
や育児意識に与える影響ついてSDQ法により比
較検討した報告であった。上海市の幼稚園児は
外遊び時間が少なく，家族だけで生活する時間
が多いことから，対人関係や自己コントロール
面の発達が劣る傾向がみられ，保護者も生活ス
タイルの多様化を望み，児の社会性や情緒面を
期待していた。今後，国内の調査範囲を拡大し，
社会性の発達に関わる要因についてより詳細な
検討を期待します。

Ｂ－２　離島の高校生のストレス状態（第３報）
（大川尚子他）
沖縄県の離島の高校生を対象として，出身中

学の規模の違いにより生じるストレス症状とラ
イフスタイルへの影響について検討した報告で
あった。小規模校出身者は小集団から大集団へ
環境が一変したが，男子ではクラブ活動への参
加がストレスを軽減させる要因にあった。一方，
女子では友人関係がストレス要因となりサポー
ト体制の充実が望まれていた。今後はメンタル
ヘルスの観点から対象者の生活実態を縦断的に
検証し，離島の高校生が充実した高校生活を過
ごすためのストレス軽減の具体的な方策の検討
を期待します。

Ｂ－３　小児期から成人にいたるまでのBMIの
動きについて（後和美朝他）
小児期から成人期までの身長と体重の縦断的

データを有する成人を対象に，BMIの変化に着
目した研究であった。各年代で算出されたBMI
は加齢にともない増加し，成人のBMI値に近づ
く傾向にあったが，女子は身長の最大発育年齢
以後のBMIに大きな変化がみられなかった。ま
た，早熟傾向にあった児のBMIは晩熟児よりも，
早期から成人のBMIを呈すると考えられてい
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た。小児期の身長発育や成熟度と将来の肥満や
痩身を含めた成人期の体型との関連性を検証す
る研究であり，各年代の成熟度に関する詳細な
検証を期待します。

Ｂ－４　成熟度を利用した身長の将来予測の可
能性について（五十嵐裕子他）
6歳から12歳の身体発育に関する縦断的デー

タを有する成人を対象として，中学1年生時の
成熟度により成人期の身長を予測する手法を検
討した報告であった。最大発育年齢に達するま
での中１時の段階で成熟度から最終身長を予測
することは可能であり，早熟傾向にある児ほど
最終身長の予測が可能であったが，晩熟型の男
児には留意が必要であるとの報告であった。今
後，思春期の身長発育に関与する遺伝的要因や
生活習慣，体重増加など興味ある関連因子も多
く，これらの因子との関連性に関する詳細な研
究を期待します。

危険行動及びネット環境　
座長　西岡伸紀

（兵庫教育大学大学院学校教育研究科）

Ｂ－５　中国青少年の性にかかわる危険行動と
その防止教育の現状と課題（李　美錦他）
中国のWanFangデータベースを使用し，文

献研究により，中国青少年の性にかかわる危険
行動の実態，同行動の防止教育の現状と課題を
明らかにした。性にかかわる知識や情報を主に
メディアから入手しているのは，中11～60%，
高25～62%，中・高生の性交経験率は1.0～6.2%
であった。早期性行動の関連要因は，経済状況，
家族関係，メディア接触，性交を伴わない身体
接触，性交経験のある友人との関わりなどであ
った。一方，性にかかわる危険行動防止プログ
ラムの開発や有効性に関する研究は少なかっ
た。今後実態調査が計画されており，本研究を
踏まえた調査方法の開発を期待する。

Ｂ－６　中学生の医薬品の使用行動の実態とそ
の関連要因－予備的調査の結果より－
（堺　千紘他）
中学3年生117人を対象に，医薬品使用にかか

わる行動や態度，医薬品使用行動とセルフエス
ティーム，ライフスキルとの関連を調べた。主
な項目の経験率を男女の順に示すと，自分で医
薬品をのんだ： 35.6%， 42.3%，自分で医薬品
を買った：5.1%，5.8％，友人から医薬品をもら
った：13.8 %，26.9%であった。のむ時間を守
っているは約4割，のむ量を守っているは9割近
くであった。また，自己判断での医薬品使用経

験と情動焦点型ストレス対処スキルの得点，の
む時間や量に関する態度とセルフエスティーム
に関連が認められた。今後大規模調査が予定さ
れており，報告を期待する。

Ｂ－７　インターネット上の性に関する情報へ
の接触と青少年の性に対する態度や行動との関
係－埼玉県A中学校における縦断研究の結果か
ら－（宋　昇勲他）
インターネット上の性に関する情報への接触

が性に対する態度や行動に与える影響を検討す
るため，１中学校の入学生356人を，年１回，
３年間追跡調査した。性交経験率は学年ととも
に上昇し，3年男子13.4%，同女子9.3%，ネット
上の性情報接触経験率も同様で，3年男子73.7%
同女子52.3%であった。多重ロジスティック回
帰分析によれば，３年時の性交経験には２年時
の性情報接触経験が有意に関連した。3年時の
性情報接触については，有意ではないものの，
１年時のセルフエスティームと引っ込み思案行
動が低いほど接触率は高い傾向にあった。貴重
な縦断研究であり，さらなる分析を期待する。

Ｂ－８　女子大学生のインターネット依存度と
携帯電話使用状況との関わり（白石龍生他）
女子大学生234人を対象として，携帯電話の

１日使用時間，使用開始時期等とインターネッ
ト依存傾向との関連を検討した。携帯電話の１
日使用時間は150分以上が半数以上を占め，使
用開始時期は中学校が最多で41.5％であった。
インターネット依存傾向得点は，平均値，7.72
（SD4.22）であった。相互の関連性では，1日
150分以上の者はそれ以下に比べて有意に依存
得点が高かったが，使用開始時期との有意な関
連は見られなかった。また，依存傾向の回答結
果を因子分析したところ１因子が抽出された。
今後，さらに分析され，女子大生の特性が報告
されることを期待する。

食行動　
座長　春木　敏

（大阪市立大学大学院生活科学研究科）

Ｂ－９　自己の肥満度を誤認することと摂食障
害のリスクとの関連性（礒嵜由紀他）
大学生を対象に，自己の肥満度誤認と摂食障

害リスクとの関連を探る自記式アンケート調査
（対象：大学生95名）により検討。実際のBMI
以上に太っていると誤認している者（45.7%）
は，肥満度と認識の一致群（40.4%）に比べ女
性に多く，ダイエット経験者の割合も高く，体
型不満をもつことが示された。一方，痩せと誤
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認している者（13.8％）は，男性に多く，体型
不満傾向に留まった。データ解析においては，
対象の選定，基本属性間差などの研究手続きを
見直したうえで，用いた摂食障害症状尺度
（SRSED）データも含めて再度検討することが
望まれた。

Ｂ－10 高校生の食行動異常に影響を及ぼす危
険因子について－危険因子の男女比較より－
出水典子）
高校生にも食行動異常が見られる中，早期健

康教育の必要性に鑑み，高校生男女を対象にそ
の実態を探ろうとする研究である。探索的因子
分析により，男女ともに「やせ願望」「精神内
界の混乱」「過食」の3因子が抽出され，女子に
はさらに，「成熟恐怖」「完璧主義」が，男子に
は，「対人不信」「体型不満」の各2因子が抽出
された。男子の食行動異常の第一因子として
「精神内界の混乱」，生活実態から「学校は楽し
くない」が挙げられ，学校生活のストレスから
食欲不振ややけ食いといった女子とは異なる食
行動異常をもたらすことが危惧され，ストレス
対処スキルなどの教育の必要性が示された。

Ｂ－11 女子中学生における不必要なダイエッ
トの実態とその関連要因（玉井宏実他）
低年齢化の進むやせ願望に焦点をあて，ロー

レル指数120以下の女子中学生を対象とするダ
イエットの実態とその間連要因を探る研究であ
る。「きれいだと思う」「自信がもてると思う」
など誤ったやせ志向はダイエット経験群に有意
に高く，ダイエットの主な理由は，「体重増」
「きれい」「好みの服を着る」であり，生活習慣
では，遅い就寝時刻，朝食欠食を特徴とし，
「疲れやすい」「集中力低下」「めまい」を有意
に訴えた。一方で，未経験群はダイエットにつ
いて，「身体に悪い」「リバウンドしたら太る」
「必要ない」を挙げており，朝食摂取率も高か
ったことから，今後の早期摂食障害予防教育に
関する示唆を得，今後の教育実践が期待された。

【Ｃ会場】
食育・生活習慣①　

座長　有田幹雄
（和歌山県立医科大学保健看護学部）

Ｃ－１　中学生における肥満および食塩摂取量
が血圧に及ぼす影響（内川友起子他）
中学生男子を対象に，肥満と高塩分摂取が血

圧に及ぼす影響を検討したもので，肥満者や食
塩摂取が多い者では血圧が高値となり，その影
響は肥満においてより顕著であること，さらに，

高塩分摂取が血圧に及ぼす交互作用は肥満者よ
りも非肥満者で大きい傾向にあることが報告さ
れた。この時期の血圧高値は将来の高血圧発症
に進展することが多く，早期からの肥満および
塩分摂取の改善の必要性を示唆した意義のある
研究である。一方，簡易な食物摂取状況調査に
より塩分摂取の算定がなされており，今後，よ
り妥当性の高い塩分摂取の評価法を検討するこ
とと，それを活用しての検証が望まれる。

Ｃ－２　高校生における心血管リスクの簡易指
標としてのウエスト周囲径の有効性
（金城有紀他）
高校生を対象に，内臓肥満の指標であるウエ

スト周囲径と心血管危険因子との関連が検討さ
れ，男女で傾向が違うものの，ウエスト周囲径
の高値群では血圧高値，脂質異常，高血糖など
の危険因子の集積数が有意に多く，ウエスト周
囲径が心血管リスクをよく反映することが示さ
れた。また，ROC解析によるメタボリックシン
ドロームの診断能は概ね中等度であり，個人単
位でのスクリーニング指標としては必ずしも高
い精度を有するとは言えないことが報告され
た。一般の若年者集団における心血管リスクの
評価指標としてのウエスト周囲径の有効性およ
び限界を示した価値ある研究であり，今後の発
展が大いに期待される。

Ｃ－３　医学生における食習慣と諸生活習慣・
健康状態との関連（竹村重輝他）
医学部の学生を対象に，食生活や睡眠などの

生活習慣の調査，ならびに健康状態の自己評価，
A型行動性格特性，抑うつ状態の評価などを行
い，それぞれの関連性を検討したものである。
対象の学生のうち，約2割に抑うつの傾向が認
められ，さらに自身の健康状態についても低い
と評価していた。また，その背景要因として，
欠食の頻度が高いことや睡眠時間が不足してい
るといった生活習慣の乱れが影響を及ぼしてい
る可能性があることが報告された。本研究で認
められた健康状態や抑うつ傾向，生活習慣の状
況が医学部の学生に特徴的なものといえるかど
うかといった指摘があり，今後，他大学の医学
部生および医学部以外の学生との比較を含め，
さらに詳細な検討がなされることが期待され
る。

食育・生活習慣②　
座長　中村晴信

（神戸大学大学院人間発達環境学研究科）

C－４ 中学校家庭科教諭の食育に関する意識－



平成23年10月25日 近畿学校保健学会通信No.130

－ 7 －

フォーカスグループインタビューから－
（宇佐見美佳他）
中学校の家庭科における食育実践について，

家庭科教諭の食育に関する意識や今後の指導の
在り方について調査した研究である。調査方法
はフォーカスグループインタビューを用いるこ
とにより，教諭間での意見の偏りを失くすとと
もに，各教諭からできるだけ多くの意見が出る
ように工夫した。今回の調査は，家庭科におけ
る食育の現状を浮き彫りにする点に意義があっ
たと思われるが，今後，さらに綿密な調査を重
ねることにより，本研究が食育の実践につなが
ることを期待したい。

C－５　幼稚園教諭の食生活ならびに食育実践
についての調査報告（子安　愛他）
幼稚園教諭の食育実践に関して，その実施状

況や，幼稚園教諭の食生活について調査した研
究である。幼稚園での教育内容には生活に直接
関連した内容も多く含まれるため，幼稚園での
食育実践は重要であると考えられるが，本研究
結果では，食育について理解している幼稚園教
諭が多くなく，また教諭自身の食生活や食に対
する知識も十分とは言えない結果が得られた。
本調査は，食育を実践する前の現場での現状を
調べた貴重な報告であり，今後，幼稚園で食育
を実践するうえでの貴重な資料となると考えら
れる。

C－６　スポーツビジョンと生活習慣－運動習
慣に着目して－（國方功大他）
スポーツに必要とされる視覚に関する能力を

スポーツビジョンとして，生活習慣との関連に
ついて検討した研究である。本研究では，スポ
ーツビジョンとして「動体視力」「眼球運動」
「周辺視野」「瞬間視」を測定し，生活習慣の中
でも特に運動との関係においてスポービジョン
が向上することを示唆する結果となった。また，
視力の有無にかかわらず，運動がスポーツビジ
ョンを向上させる結果も示しており，運動習慣
のもたらす効果について新たな視点を与える研
究として大変興味深い。

保健管理　
座長　辻井啓之

（奈良教育大学保健管理センター）

Ｃ－７　学校事故に遭った児童生徒に対する養
護教諭の救急搬送時のケア（森川英子他）
養護教諭経験が20年以上で，学校事故の際，

児童を医療機関に救急搬送する時に救急車に同
乗経験のある養護教諭，元養護教諭11名を対象

にした研究である。日常の保健室活動が着実に
実行されている限り，事故発生に対して適切な
対応がとられていたことが示された。学校事故
に際しては，経験豊富な養護教諭の役割は非常
に重要であるが，こういった研究は，事故発生
予防，学校環境整備の充実に向けて大きな示唆
を与えるものである。

Ｃ－８　小中高等学校に在籍する病気の児童生
徒に対する支援体制－養護教諭及び保健師への
調査より－（林　香織他）
２市１郡の公立小中高校103校，市保健所，

各町福祉係5か所に対するアンケートが実施さ
れた。調査内容は病類別児童生徒数，長期欠席
児童生徒数，児童生徒の入院，通院時の対応や
連携についてである。また，アンケートの結果
を基に，養護教諭，保健師，医師の連携強化を
目的とした情報交換会，学習会が開かれた。そ
の結果，トータルケアの考え方の周知，キーパ
ーソンとしての養護教諭の存在，支援システム
の構築の必要性，重要性が見えてきたとのこと
であった。「連携」が大切であり常にその視点
は忘れてはならないと考えさせられた。

Ｃ－９　いじめの影響とレジリエンシー，ソー
シャルサポート，ライフスキルとの関係－小学
生と中学生の違いに注目して－（菱田一哉他）
演者らは，これまで中学生を対象とした大規

模調査を実施してきたが，今回は小学校6年生
と中学校1年生を比較検討している。いじめ被
害を受けていない生徒のセルフエスティーム
が，受けている生徒に比べ有意に高いことは小，
中学生間で差がなかったが，ソーシャルサポー
トについては，女子においてはっきりとした違
いがあった。情動焦点型のストレス対処スキル
に関しては，差が認められたものがあり一部男
女差も確認された。小学生と中学生の違いの要
因については，さらなる考察が必要と考えられ
た。

Ｃ－10 適応指導教室に進級する児童生徒の健
康評価についての一考察－日常の活動支援や活
動日誌の分析を通して－（江嵜和子他）
K市内5ヶ所の適応指導教室のうち，A学習室

において児童生徒が毎日記入している「日誌」
に注目し，活動プログラムが子どもたちの心身
に与える影響や変化を検討し，健康評価の方法
を探ることを目的とした研究である。15人の対
象者の来室時と活動終了時の気分は，同じか上
がっており，「同じ」の内容も，「まあまあ」か
「よい」状態での同じであった。概ねA学習室
でのプログラムは肯定的に捉えられ，「日誌」



平成23年10月25日 近畿学校保健学会通信No.130

－ 8 －

はその評価に有用であることが示唆された。
「日誌」の内容はであるが，十分な情報源とな
りうることが示された。

Ｃ－11 小学校の低・中・高学年における登校
時と下校時の体温変化（永井純子他）
福山市立A小学校の2，4，6年生を対象とし，

男子57名，女子46名について，生活習慣と学生
ボランティア活動に関するアンケート調査，
登・下校時の体温，学校生活時間内の歩数測定
が実施された。体温に関して，登校時の体温が
36℃未満のものが，2，4，6年生で各々48.6，
40.6，29.1%であり，下校時に1℃以上上昇して
いる者は，2，4，6年生各々25.7，21.9，16.1%
確認された。子どもの低体温は，集中力，免疫，
アレルギー等に悪影響があることが考えられ，
アンケート結果との照合が期待される。

３．特別講演座長報告

「子どもが伸びる睡眠とは－眠りが脳を創り・
育て・守る－」

講師　三池輝久
（兵庫県子どもの睡眠と発達医療センター長）

座長　宮下和久
（和歌山県立医科大学医学部）

三池先生は，日本で唯一の子どもの睡眠と発
達医療に関する専門外来を主宰し，多くの子ど
もの発達障害を睡眠との関わりで診る小児神経
内科専門医です。
まず，「人はなぜ眠るのか？」について，ヒ
トは睡眠中に脳の働きを保つ休養を取り，眠っ
ている脳の成長や休養に大切な成長ホルモンな
どを分泌し，短期の記憶が長期の記憶に固定す
るなどの活動を担っている，すなわち，睡眠は
脳を創り，育て，そして守る重要な働きがある。
しかし，現代において生活リズムが明らかに
夜型にシフトするなかで，子どもたちの生活も
また著明な夜更かし型生活になり，本来「脳を
創り，育て，守る」はずの睡眠に欠乏状態が現
れやすくなっている。そうすると，生活時間の
ズレがおこり，24時間のリセットが出来なくな
る。睡眠に関する統計では，３歳以下の子ども
の睡眠時間は国際的な平均11.6時間に比べて，
日本が最短であり，最長のニュージーランドと
100分もの差がある。この結果，長時間の睡眠
不足（慢性睡眠不足）症候群と呼ばれる症状が
出てくる。一日中眠気があり，いらいら，友人
関係のトラブル，成績低下，ぼんやりして事故
に遭いやすくなる。一説によれば，スリーマイ
ル島事故や宇宙船チャレンジャーの事故もこの

睡眠不足症候群が一因だと言われている。また，
体内時計の乱れは認知機能低下，「だらだらし
た生活」を引き起こす。これは，子どもの睡眠
不足は，脳神経細胞を壊し，その結果，概日リ
ズムを消失させ，自律神経症状が出現する。具
体的には，朝起きられない，不登校状態として
出現する。
しかし，このような睡眠不足に起因する症状

発現の経路が明確であるということは，予防の
可能性も明確であることがわかる。子どもたち
の睡眠欠乏状態を短期間のうちに見つけ出し，
日頃の生活リズムを観察することで，子どもた
ちの「より良い」生活リズム（睡眠覚醒リズム）
を守ることによって，学習意欲の低下や不登校
状態を予防することができる。10歳までの子ど
もは，10時間，少なくとも９時間の睡眠を担保
することが必要です。
三池先生のご講演は，今問題とされている注

意欠陥多動性障害（ADHD），言葉の遅れ，コ
ミュニケーション障害，不登校などが，子ども
たちの慢性的な睡眠障害，さらにこれに惹起さ
れる生体リズムの乱れが関与している。したが
って，子どもたちの睡眠を守ることが，子ども
たちの健やかな発達に欠かせないという明解に
して示唆に富んだご講演であった。

４．シンポジウム座長報告

「子ども達を取り巻くネット環境の実態とその
対応」

座長　森岡郁晴
（和歌山県立医科大学保健看護学部）

近年は，携帯電話やパソコンでのインターネ
ットを通じて様々な情報が配信されている。し
かし，中にはアダルトサイトや自殺サイトとい
った有害情報も数多く含まれている。それらの
サイトを通じて，子ども達が犯罪や被害に巻き
込まれる危険も増えている。そうした状況を踏
まえ，「青少年が安全に安心してインターネッ
トを利用できる環境の整備等に関する法律」が
施行され，子ども達が有害情報を閲覧する機会
が少なくなった。しかし，対策はまだ不十分で
ある。
学校においてもネットいじめや学校裏サイト

があり，ネット環境において子ども達が「被害
者」や「加害者」になっている現在，子ども達
が安心・安全に過ごすためには，学校保健分野
のみなさんの連携が重要である。
そこで，ネット環境の実態とその問題を認識

し，対応を探っていき，この問題に対して連携
して取り組むことを目的として，今回のシンポ
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ジウムを企画した。

○子ども達を取り巻くネット環境
岡　利哉（和歌山市立西浜中学校）

学校での取り組みとして，インターネットを
安全に安心に使えるように，安心ネットの教室
を開催している。また，問題行動を起こすもの
は実際にはわずかであるが，携帯電話が必須ア
イテムになり交友関係が拡大しているため，問
題行動が複数の学校に広がっている。さらに，
携帯電話依存による睡眠不足，それによるイラ
イラ感などの症状が増えていることが報告され
た。ネットいじめ，あるいは，ネット友人（悪
友）なども見られているが，その際はパソコン
と言うより携帯電話の有害性が高いために，学
校は携帯電話を禁止にするなどの対応をしてい
る。しかし，現状はそううまくいっていない状
況であることが課題である。有害サイトにはネ
ットパトロールが必要で，有害なものを検出す
る必要がある。さらには，保護者と連携して，
フィルタリングなどを実施することの重要性が
述べられた。学校としても，教員としても，こ
のネットに関連する問題に積極的に取り組む必
要性について言及された。

○子ども達を取り巻くネット環境の実態とその
対応－養護教諭の立場から－

東尾真紀子（和歌山県立桐蔭中学校）
学校保健統計資料から子ども達の健康問題と
して視力低下を取り上げて，その有所見率が増
加していることを指摘された。また，「電子ベ
ビーシッター」と言われるくらいメディアとの
接触時間が長くなってきており，それに伴う健
康影響についての説明があった。さらに，先生
が勤める学校での実態を，アンケート調査，健
康観察，保健室来室者調査などの結果から紹介
された。また，このシンポジウムに合わせて行
った小学校５，６年生，中学生，高校生，その
保護者，学校教諭を対象とする調査の中から，
児童生徒と保護者の意識や考え方の違いをまと
めた結果を報告された。最後に小学校での携帯
電話に対する取り組み事例を報告された。保護
者の教育力の向上や学校の教育課程の中に学習
する機会を設置するなどの取り組みの重要性を
話されたが，現状では課題もあることも述べら
れた。保護者を巻き込んでいかに対応するかが
重要な点であることを強調された。

○子ども達を取り巻くネット環境
中岡　隆（和歌山県警察本部）

高度情報通信の発展により，子ども達がネッ
トに触れる機会が増え，サイバー犯罪も多くな

っていることが報告された。好奇心でネットに
触り怖い目にあった事例を紹介された。最近は
非出会い系サイト，すなわち，オンラインゲー
ムやショートメールサービスなどをきっかけに
知り合って，援助交際に発展する例などである。
このようなサイトによる被害は，時間的，場所
的な制約がない，さらに匿名で話ができるため
に，容易に広がっていることを報告された。対
策として，有害情報の取り締まり，児童生徒に
対する被害防止の講習会の実施も重要である
が，携帯電話，インターネット関連企業等が，
フィルタリング，ゾーニング（年齢を確認し未
成年者に対してはアクセスを制限すること），
ブロッキング（あらかじめリストアップされた
特定のWebサイトを一律に遮断する手段）など
を行うことも重要であることを強調された。

○中学生におけるネットいじめについて
寺戸武志 （兵庫県伊丹市立北中学校）

中学生を対象にした大規模調査結果から，ネ
ットいじめの実態は保護者の把握度が低いこ
と，加害者は保護者からはネット使用について
何も指導を受けていないこと，ネットいじめに
よるストレス反応では，ネットいじめ加害者も
眠れない，食欲がないなどの身体反応を占める
者が多いことを述べられた。さらに，ネットい
じめ加害者は父親との絆に問題があるものが多
く，道徳的規範意識も低い者が多く，これは被
害者にも同様にみられる傾向であることを述べ
られた。これらのことから，親との情緒的絆や
親にいだく信頼感を高めることで，加害者にな
ることを防げる可能性を述べられた。すなわち，
家庭環境を見直し，子どものインターネットの
利用内容について親がしっかり把握しておく，
さらに，モラルを高める教育の充実，ストレス
マネジメントの実施などで，加害者になること
を防げる可能性を強調された。

以上，４名のシンポジストの先生のご発表の
後，短時間ではあるが質疑応答がなされた。質
疑応答の内容は多岐にわたったが，紙面の余裕
がないため割愛させていただく。シンポジスト
の皆さんが共通して強調されていたのは，「保
護者とともに」の大切さであって，児童・生徒
に対して，保護者と学校，さらに，学校保健担
当者，関係機関が連携をとって動くことが，こ
の課題の解決に不可欠なことであると考えられ
た。

５．第58回近畿学校保健学会賞受賞演題

審査委員７名による選考の結果，次の3題を
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選考した。
・金城有紀他：高校生における心血管病リスク
の簡易指標としてのウエスト周囲径の有効性
・内川友起子他：中学生における肥満および食
塩摂取量が血圧に及ぼす影響
・宋　昇勲他：インターネット上の性に関する
情報への接触と青少年の性に対する態度や行
動との関係

６．学会印象記

大川尚子（関西福祉科学大学）

和歌山県立医科大学の学生さんの元気な挨拶
で，迎えられた第58回近畿学校保健学会でした。
今回の学会は，学会長 森岡郁晴先生のアイディ
アで新しい試みがたくさんあった。今までとは
少し違った印象の学会でした。
まず第１のアイディアは講演集の表紙です。

「58th」と大きく印刷され，「不老橋」の写真が
掲載されていました。「不老橋」は和歌山市の重
要文化財として認定された由緒あるアーチ状の
石橋だそうです。
第２のアイディアは「昼食懇談会」です。大

学の近くに昼食をとるところがほとんどないと
いうデメリットを大きなメリットにされました。
一般演題発表後に座長先生との懇談や，参加者
相互の交流の場になりました。日ごろなかなか
話す機会がない先生方ともお話ができ，アドバ
イスをいただいたり，情報交換ができたりと有
意義な時間となりました。大学生協手作りの昼
食もたいへん美味しくいただきました。
第３のアイディアは年次学会賞です。一般演

題を発表した大学院生や若手研究者の中から３
題が表彰されました。若い方々が今後この学会
を盛り上げていただくことを大いに期待します。
そして，養護教諭の間でも「フクロウ症候群」

で有名な三池輝久先生のユーモアを交えた教育
講演はいつ聞かせていただいても勉強になる内
容でした。「子どもたちの眠りを守る」ことが子
どもたちの心や体の成長にかかせないものであ
ることを再確認させていただくことができまし
た。また，シンポジウムでは，子どもを取り巻
く現代的課題の一つである「ネット環境とその
実態とその対応」として，校長，養護教諭，教
諭，警察のそれぞれの立場でのお話を聞かせて
いただきました。いずれのご研究やご提言も非
常に新鮮で興味深く，さすが近畿の学校保健に
たずさわるそれぞれの専門分野の方々が参加さ
れる大会であると感じました。
学校保健の充実は，子どもが心や体を成長さ

せていく上でとても重要であり，子どもの生涯

に影響するだけでなく，ときには生命にさえ関
係してきます。これからの学校保健が担ってい
る内容は，余りに深く複雑多岐になっており，
早急に専門家や関係組織，団体，さらに広く社
会と連携し取り組まなければなりません。今回
の学会では，今後どのような実践や連携が有効
なのかを考えていくよい機会を与えていただき
ました。
第58回近畿学校保健学会に参加して

福島寛子（大津市立仰木中学校）

怒涛の一日が終わり，ふっとその日一日を振
り返ると，保健室で接した子供たちのことが頭
によぎります。あの時の対応はあれで良かった
のかな，あの後どうなったのだろう…。日ごろ
の執務の中で疑問や不安は次から次へと湧いて
きます。そんな中，同じ養護教諭として働いて
いる先生方との学習会に参加させていただくよ
うになりました。先輩の先生方と課題解決に向
けて，共に考え，学び合うことで様々な方法や
考え方に触れることができ，刺激を受けていま
す。
私は今回初めて，本学会の学会員となり，私

たちの研究の成果を発表させていただきました。
共同研究したものを発表するということで，自
分ひとりの研究ではない分，研究の趣旨や思い
とずれが生じないか，その思いが聞いている人
達に伝わるかどうか，研究段階以上に，より深
く見つめなおし当日を迎えました。
会場に入ると，養護教諭として働いている方

だけでなく，様々な立場から学校保健について
研究されている方々に出会い，その立場からの
研究発表に触れ，決して養護教諭だけが学校保
健について考えているわけではないと目の当た
りにしました。自分が思ってもいなかったとこ
ろに着眼し，その課題について仮説を立て，研
究されていた内容を聞いて，多くのことを学ば
せていただきました。
午前の発表終了後の昼食会では，食事をしな

がら様々な方と話をさせていただきました。議
長をしてくださった先生や同じ会場だった方々
と，わずか７分の発表では伝わらない思いや考
え方，日ごろ感じておられる事などお話しさせ
ていただき，大変有意義な時間を過ごさせても
らいました。
午後からは，｢子供が伸びる睡眠とは｣という

演題で，三池先生の講演をうかがいました。本
校の生徒には睡眠を軽視している子が多く，夜
遅くまで習い事に行き，就寝は２４時をまわっ
てからという子がたくさんいます。と同時に，
起立性調節障害と診断される生徒が増えてきま
した。そんな実情を抱えた状態でうかがった講



平成22年６月１日
近畿学校保健学会通信No.126発行
平成22年６月20日
第57回近畿学校保健学会年次学会開催
（学会長　中川雅生）
（於：大津市・ピアザ淡海）
平成22年度評議員会及び総会開催
（於：大津市・ピアザ淡海）
平成22年９月11日
第２回近畿学校保健学会常任幹事会開催
（於：大阪教育大学天王寺キャンパス）
平成22年10月16日
第２回近畿学校保健学会幹事会開催
（於：大阪教育大学天王寺キャンパス）
平成22年10月25日
近畿学校保健学会通信No.127発行
平成23年１月23日
第３回近畿学校保健学会常任幹事会開催
（於：大阪教育大学天王寺キャンパス）
平成23年１月30日
第3回近畿学校保健学会幹事会開催
（於：大阪教育大学天王寺キャンパス）
平成23年３月３日
近畿学校保健学会通信No.128発行

演だったので，眠るというのはどういうことな
のか，慢性睡眠不足がもたらす影響など本当に
学ばせていただきました。発達障害的な子や，
学校へ登校しづらい子も，睡眠や脳の影響を受
けていることも学ばせていただきました。
今回の学会参加では，普段接する機会の少な

い方たちと出会い，多くの考え方に触れ，多面
的なものの見方や発想，取り組みを学ばせてい
ただき，自分の視野を広げることができました。
今後も多くのことを学び，実践に生かしていき
たいと思います。貴重な経験を本当にありがと
うございました。

平成23年度近畿学校保健学会総会（評議
員会）報告

日時　平成23年7月２日（土曜日）
場所　総会（評議員会） 13：20～

（和歌山県立医科大学保健看護学部研究
棟１階大講義室）

議題
１．平成22年度事業報告
２．平成22年度決算報告及び会計監査報告
３．平成23年度予算案
４．次期学会開催地及び会長
開催地：京都府
学会長：井上文夫教授（京都教育大学）

５．その他

１．平成22年度事業報告

１）会員数　315名（名誉会員16名含む，平成
23年３月31日現在）

２）会議開催，学会通信など
平成22年５月15日
第１回近畿学校保健学会常任幹事会開催
（於：神戸大学発達科学部）
平成22年５月15日
第1回近畿学校保健学会幹事会開催
（於：兵庫県伊丹市いたみホール）
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２．平成22年度決算報告及び会計監査報告

３．平成23年度予算案

近畿学校保健学会会員数

名誉会員名簿（16名）
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平成23年3月31日現在 

会費収入 

小計 

前年度繰越金 

合計 

【収入】 （△は超過） 

予算額 

900,000 

900,000 

474,827 

1,374,827

決算額 

747,000 

747,000 

474,827 

1,221,827

会費＠3000円×249人 

差額 摘要 

0 

0 

0 

0

印刷費 

郵送費 

事務費 

人件費 

会議費 

交通費 

年次学会補助金 

役員選挙 

ホームページ維持費 

予備費 

小計 

次年度繰越金 

合計 

【支出】 

予算額 

300,000 

120,000 

10,000 

150,000 

20,000 

20,000 

150,000 

0 

100,000 

504,827 

1,374,827 

0 

1,374,827

決算額 

259,245 

141,439 

30,070 

82,000 

15,615 

3,460 

150,000 

0 

86,100 

0 

767,929 

453,898 

1,221,827

学会通信 
（No.126-128），封筒 

和歌山へ支出 

差額 摘要 

40,755 

△21,439 

△20,070 

68,000 

4,385 

16,540 

0 

0 

13,900 

504,827 

606,898 

△453,898 

153,000

会費収入 

雑収入 

前年度繰越金 

合計 

【収入】 

予算額 

900,000 

0 

453,898 

1,353,898

前年比 

0 

0 

-20,929 

-20,929

3000円×300人 

摘要 

印刷費 

郵送費 

事務費 

人件費 

会議費 

年次学会補助金 

役員選挙 

ホームページ維持費 

予備費 

次年度繰越金 

合計 

【支出】 

予算額 

300,000 

120,000 

10,000 

120,000 

20,000 

150,000 

200,000 

100,000 

333,898 

0 

1,353,898

前年比 

0 

0 

0 

-30,000 

0 

0 

+200,000 

0 

-170,929 

0

学会通信（No.129-131）発行予定 

学会通信郵送費等 

ファイル，封筒等の消耗品 

資料整理，発送等の人員雇用 

幹事会（年３回程度） 

 

 

年間契約（アーカイブ作成費を含む） 

摘要 

平成23年3月31日現在 

平成２年 
平成８年 
平成８年 
平成10年 
平成12年 
平成14年 
平成14年 
平成15年 
平成15年 
平成16年 
平成16年 
平成16年 
平成17年 
平成17年 
平成22年 
平成22年 

大阪 
滋賀 
京都 
奈良 
大阪 
京都 
大阪 
大阪 
奈良 
大阪 
大阪 
兵庫 
兵庫 
和歌山 
滋賀 
兵庫 

年 氏　名 
安　藤　　　格 
植　村　良　雄 
米　田　幸　雄 
出　口　庄　佑 
上　林　久　雄 
杉　浦　守　邦 
玉　井　太　郎 
後　藤　英　二 
竹　田　斌　郎 
上　延　富久治 
大　山　良　徳 
美　崎　教　正 
近　藤　文　子 
虎　谷　良　雄 
林　　　　　正 
勝　野　眞　吾 

所　属 

平成23年3月31日現在 

所属 
滋賀県 
京都府 
大阪府 
兵庫県 
奈良県 
和歌山県 
計 

名誉会長 
2 
2 
6 
3 
2 
1 
16

13 
15 
41 
29 
15 
15 
128

24 
21 
49 
40 
16 
21 
171

39 
38 
96 
72 
33 
37 
315

評議員 一般会員 計 
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平成22年度
第3回近畿学校保健学会幹事会議事録

日時：平成23年1月30日（日曜日）
10：00～11：30

場所：大阪教育大学　天王寺キャンパス中央館　
3階315講義室

出席：（幹事長）宮下
（常任幹事）白石，西岡，森岡
（幹事）中川，井上，笹山，八木，大川，
北口，後和，松嶋，宮井，森川，吉岡，
川畑，永井，中村，笠次，高橋，辻井，
武田
（幹事長補佐）福元

（計23名・順不同）
議事
１．第58回近畿学校保健学会年次学会開催要項
について
森岡年次学会長より，平成23年7月開催の
年次学会の概要について説明があった。

２．学会の活性化について
西岡常任幹事より資料配布のうえ，説明が
なされた。

３．学会通信の発行について
白石常任幹事より128号予定稿が提示され
た。

４．評議員の推薦について
空席の兵庫県の評議員に兵庫教育大学の鬼
頭英明教授が推薦され，承認された。

５．名誉会員の推薦について
宮下幹事長より，推薦の届け出について説
明があった。

６．第59回近畿学校保健学会年次学会について
平成24年度年次学会の学会長について，京
都教育大学の井上教授が承認された。

７．その他
1）第59回日本学校保健学会総会開催に関して
2012年11月9-11日開催の日本学校保健学会
総会開催に関して説明がなされた。
2）ホームページドメイン変更について
白石常任幹事より，神戸学術事業会管理の
新規ドメイン候補について説明がなされ
た。
3）次回の幹事会の日程・会場について
6月4日和歌山県立医科大学保健看護学部
（和歌山市三葛）での開催が決定された。
4）本年の年次学会について
年次学会のプログラムの概要および学会運
営について説明がなされた。

平成23年度
第1回近畿学校保健学会幹事会議事録

日時：平成23年6月4日（土曜日）
13：40～16：00

場所：和歌山県立医科大学　保健看護学部
研究棟3階　大会議室

出席：（幹事長）宮下
（常任幹事）白石，西岡，森岡
（幹事）中川，井上，八木，大川，北口，
森川，川畑，永井，中村，笠次，高橋，
辻井，武田，宮井
（オブザーバー）内海（和歌山県立医科
大学保健看護学部　年次学会事務局長）
（幹事長補佐）福元

（計20名・順不同）
議事
１．前回議事録の確認について
一部修正のうえ，承認された。

２．第58回近畿学校保健学会年次学会開催要項
について（プログラム）

・森岡学会長より，平成23年7月開催の年次
学会の概要について説明があった。

・年次学会の事務局長内海氏より，学会の実
務について説明があった。

・西岡常任幹事より学会向けの関連する情報
の提供を行い，基本的に学会に関連する事
象について発展させる重要性について説明
がなされた。

３．評議員会および総会資料について
・平成22年度会務報告，平成22年度決算報告
及び会計監査報告および平成23年度予算案
の説明がなされた。

・次年度繰越金の先細りに対し懸念が呈さ
れ，2年ごとに20万円かかる役員選挙につ
いて予備費確保の長期的展望から検証を行
うことが提案された。

・学会会計の改善のために会費値上げが提案
されたが，慎重に検討を行うこととなった。
・学会通信の印刷費や郵送料について，見直
せる部分がないか検証を行うこととなっ
た。

４．学会通信の発行について
白石常任幹事より概要の説明があった。

５．名誉会員の推薦について
今年度の推薦はなかった。

６．評議員の推薦について
・中川幹事より，評議員として高野知行准教
授（滋賀医科大学小児科学講座）の推薦が
あり，全会一致で承認された。

７．その他
・会則について
文言を整理し，次回の幹事会で検討するこ
ととなった。
年次学会における会員外共同演者の取扱い
については，今後の検討することとなった。
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平成22年，23年度幹事及び評議員　（▲は幹事） 平成23年10月1日現在

滋賀県　　　幹事定数2 評議員定数14

板持　紘子（滋賀医科大学） 志村　美好（大津市立堅田小学校）

大迫　芳孝（滋賀県薬剤師会） 谷川　尚己（びわこ成蹊スポーツ大学）

▲大矢　紀昭（滋賀医科大学名誉教授） 地海　和美（栗東市立治田東小学校）

川端　典子（野洲市立野洲北中学校） ▲中川　雅生（滋賀医科大学医学部附属病院）

木戸　増子 播磨谷澄子（大津市立仰木小学校）

木村　　誠（木村歯科医院） 藤居　正博（滋賀県歯科医師会）

小西　　眞（小西医院） 高野　知行（滋賀医科大学小児科）

京都府　　　幹事定数3 評議員定数15

市木美和子 畑佐　泰子（大阪成蹊大学

▲井上　文夫（京都教育大学） 藤原　　寛（京都府立医科大学）

大山　　肇（京都外国語大学） 松原　周信（京都府立大学）

小西　博喜（近畿福祉大学） 三浦　正行（立命館大学

▲笹山　　哲（京都大学） 水上みさ子（京都大学医学部附属病院）

下村　雅昭（京都女子大学） 森　　洋一（京都府医師会）

津田　謹輔（京都大学） ▲八木　　保（京都大学名誉教授）

長村　吉朗（京都市学校医会）

大阪府　　　幹事定数9 評議員定数44

池川　典子（大阪府立泉北高等支援学校） 上野奈初美（大阪成蹊短期大学）

▲白石　龍生（大阪教育大学） 江原　悦子（兵庫教育大学大学院）

高井　聰美（関西女子短期大学） ▲大川　尚子（関西福祉科学大学）

津川　絢子（四天王寺大学） 大髭　桂子（大阪市立放出中学校）

大道乃里江（大阪教育大学） 仲田　秀臣（大阪産業大学）

岡崎　延之 新平　鎮博（大阪市健康福祉局健康推進部）

小川　善雄（大阪府学校薬剤師会） 西牧　真里（鎌倉女子大学）

鍵岡　正俊（関西女子短期大学） 林　　義緒（太成学院大学）

笠井　恵美（川崎医療福祉大学大学院） 東根　裕子（大阪青山大学）

角道　静枝 藤田　大輔（大阪教育大学）

萱村　俊哉（武庫川女子大学） 古田　敬子（大阪女子短期大学）

▲北口　和美（大阪教育大学） 堀内　康生（ほりうちクリニック）

▲松嶋　紀子（川崎医療福祉大学） 楠本久美子（四天王寺大学）

松永かおり（大阪市立御幸森小学校） 甲田　勝康（近畿大学）

三野　　耕（大阪産業大学） 古角　好美（大阪女子短期大学）

▲宮井　信行（大阪教育大学） 小島　美幸（大阪市立長居小学校）

宮本　邦彦（大阪青山大学） 小西　俊子（関西女子短期大学）

▲森川　英子（奈良県立医科大学大学院） 小松　智子（大阪女子短期大学）

山口　統彦（大阪府立呼吸器・アレルギー医療センター）▲小山　健蔵（大阪教育大学）

山本　暎子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▲後和　美朝（大阪国際大学）

▲吉岡　隆之（神戸市看護大学）



平成23年10月25日 近畿学校保健学会通信No.130

－ 15 －

兵庫県　　　幹事定数6 評議員定数32

荒木　　勉（兵庫教育大学名誉教授） 田中　洋一（神戸大学大学院）

五十嵐裕子（園田学園女子大学） 辻　　立世（兵庫大学）

石川　哲也（神戸大学大名誉教授） 中井　久純（神戸国際大学）

出井　梨枝（園田学園女子大学） ▲永井　純子（福山平成大学）

今井佳代子（兵庫県立大学附属高等学校） ▲中村　晴信（神戸大学大学院）

今出友紀子（神戸大学大学院） 西尾　久英（神戸大学）

大江米次郎（大阪樟蔭女子短期大学） ▲西岡　伸紀（兵庫教育大学大学院）

大平　曜子（兵庫大学） 長谷川ちゆ子（湊川短期大学）

▲川畑　徹朗（神戸大学大学院） ▲春木　　敏（大阪市立大学大学院）

桑原　恵介（神戸大学大学院） 菱田　一哉（神戸大学大学院）

桜井　久恵（兵庫県立伊丹北高校） 藤井美恵子（神戸大学発達科学部附属明石小学校）

▲島井　哲志（日本赤十字豊田看護大学） 森脇裕美子（姫路独協大学）

砂田　雅子（東大阪大学短期大学部） 宋　　昇勲（神戸大学大学院）

横尾　能範（神戸大学名誉教授） 忠井　俊明（明石市立市民病院）

吉田　順子（明石市立人丸小学校） 鬼頭　英明（兵庫教育大学大学院）

奈良県　　　幹事定数3 評議員定数15

有山　雄基（奈良県医師会） 寺田　和史（天理大学）

磯田　宏子（大阪府立西野田工科高等学校） 中谷　　昭（奈良教育大学）

岡本　啓子（奈良県立医科大学） 浜口　達子（奈良会営薬局）

▲笠次　良爾（奈良教育大学） 森井　博之（天理大学）

北村　翰男（奈良漢方治療研究所） 守田　幸美（畿央大学）

北村　陽英（奈良教育大学名誉教授） 柳生　善彦（奈良県吉野保健所）

▲高橋　裕子（奈良女子大学保健管理センター） 山本　公弘（奈良女子大学名誉教授）

▲辻井　啓之（奈良教育大学保健管理センター）

和歌山県　　幹事定数3 評議員定数15

有田　幹雄（和歌山県立医科大学） 西尾　信宏（和歌山県立医科大学）

内海みよ子（和歌山県立医科大学） 野村　繁雄（和歌山県田辺保健所）

笠松　隆洋（神戸市看護大学） 福元　　仁（和歌山県立医科大学）

加藤　　弘（和歌山大学） 松本　健治（鳥取大学）

北山　敏和（田辺市立第三小学校） ▲宮下　和久（和歌山県立医科大学）

▲武田眞太郎（和歌山県立医科大学名誉教授） ▲森岡　郁晴（和歌山県立医科大学）

戸村　多郎（関西医療学園専門学校） 吉益　光一（和歌山県立医科大学）

永井　尚子（和歌山市保健所）
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近 畿 学 校 保 健 学 会 会 則

第１章　総　　則
第１条　本会は，近畿学校保健学会と称する。
第２条　本会は，学校保健に関する研究を行い，学校教育に寄与することを目的とする。
第３条　本会の事務局は，幹事長のもとにおく。

第２章　事　　業
第４条　本会は，第2条の目的を達成するために次の事業を行う。

1. 総会，年次学会の開催
2. 会報その他出版物の刊行
3. 学校保健に関する調査研究
4. その他必要な事業

第３章　会　　員
第５条　会員は，本会の目的に賛同し，会費を納入した者とする。
第６条　会員は，年次学会，会報などを通じて研究を発表することができる。また会報の配付および本会の事

業について連絡を受ける。
第７条　本会には，賛助会員および名誉会員をおくことができる。
第８条　賛助会員は，本会の目的を達成するために賛助の意を表し，評議員会の承認を経たもので賛助会費を

納めた者とする。
第９条　名誉会員は，学校保健に関し，学識，経験に富み，本会に功労のあった者で，幹事会の推薦にもとづ

き，評議員会，総会で承認された者とする。
第10条　会員は，会費を滞納し，若しくは本会の名誉をけがす行為があったときには評議員会の議決により除

名することができる。

第４章　役　　員
第11条　本会に次の役員をおく。

1.  評議員　若干名
2. 幹事　若干名（うち1名を幹事長，一部を常任幹事とする）
3. 監事　2名

第12条　役員の任期は2年とし，再任を妨げない。
第13条　役員は，会員のうちより選出されるものとする。
第14条　役員の選出方法は別に定める。役員の任務を次のように定める。

1．評議員は評議員会を組織する。
2．幹事は幹事会を組織する。幹事長は学会を代表する。常任幹事は幹事長を補佐する。
3．監事は会計を監査する。

第５章　会　　議
第15条　本会の会議は，総会，評議員会および幹事会とする。
第16条　総会は，幹事長が毎年1回招集し開催する。必要に応じ臨時総会を開催することができる。
第17条　評議員会は，幹事長が招集し，本会の運営に関する重要な事項を審議し，総会の承認を得るものとする。
第18条　幹事会は，幹事長が招集し，評議員会に提案する議題の審議ならびに総会，評議員会から委任された

会務を処理する。
第19条　評議員会および幹事会は，構成員の過半数をもって成立する。

第６章　年次学会
第20条　本会は，毎年1回年次学会を開催する。
第21条　年次学会長は，会員のうちから評議員会で選出，総会で承認され，年次学会の運営にあたる。

2. 年次学会長は，幹事会に出席することができる。

第７章　会　　計
第22条　本会の経費は，会費，寄附金その他の収入をもってあてる。
第23条　本会の会計年度は，毎年4月1日より翌年3月31日までとする。
第24条　本会の収支決算は，監事の監査を受け，評議員会の議を経て総会の承認を得るものとする。

雑　　　　　則
第25条　本会則の変更は，総会の決議によるものとする。

附　　　　　則
第26条　会費は年額3,000円とする。
第27条　本会則は，昭和28年6月29日より施行する。

昭和33年6月13日一部改正　　昭和39年5月17日一部改正　　昭和49年9月6日一部改正
昭和56年7月9日改正　　昭和57年6月8日改正　　平成10年6月13日改正　　平成19年6月23日改正
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近畿学校保健学会役員選出規程

（趣旨）
第１条 この規程は，近畿学校保健学会会則第14条の規程に基づき，近畿学校保健学会役員選出に関する事項
を定める。

（評議員の選出）
第２条　評議員の選出等については，次の方法による。

1．府県ごとに，会員の選挙によって当該府県の会員から選出する。
2．選挙権の有資格者は，当該年度の会費を納入した者とする。
3．被選挙権の有資格者は，前年度と当該年度の会費を納入した者とする。
4．各府県の評議員の定数は，当該府県会員数の2分の1（端数切り捨て）とする。
5．評議員には，若干名の幹事会の推薦者を加えることができる。

（幹事の選出）
第３条　幹事の選出等については，次の方法による。

1．府県ごとに，会員の選挙によって選出された評議員の選挙によって当該府県の評議員から選出す
る。

2．各府県の幹事の定数は，当該府県会員数の10分の1（端数切り捨て）とする。

（選挙管理委員会）
第４条　幹事と評議員の選出に当たっては，選挙管理委員会（以下「委員会」という）を置く。

2．委員会は，選挙前の適当な時期に府県ごとの幹事の互選によって選出された各1人（計6人）で，
構成する。

3．委員長は，委員会において選出する。
4．委員会は，4人以上の出席がなければ議事を開き，議決することができない。
5．委員会に関する庶務は，学会事務局において処理する。

（投票）
第５条　選挙は府県別定数の連記による無記名投票とし，投票は，郵送で行う。

2．同数得票の場合は，委員会において抽選によって決定する。
3．当選人が辞退した時は，次点の者から順次繰り上げるものとする。

（幹事長および常任幹事）
第６条　幹事長および常任幹事の選出については，次の方法による。

1．幹事長は，幹事の互選により選出し，評議員会の議を経て，総会において承認を得なければなら
ない。

2．常任幹事は，幹事長が推薦し，幹事会の議を経て，評議員会，総会において承認を得なければな
らない。

（監事）
第７条　監事は，幹事長が幹事以外の会員のうちから推薦し，幹事会において承認を得なければならない。

附　則
1．本学会役員に任期中の府県異動があった場合には，当該役員は，任期満了まで暫定的に選出府県にか
かわりない役員としてとどまる。
役員の転出した当該府県は，補充の役員を選出することができる。この場合，補充役員の任期は，転
出役員の残りの任期とする。なお，補充役員の選出方法については，当該府県の役員に一任する。

2．本学会役員の任期中の事故等に関しては，前項を準用する。
3．この規程は，平成3年6月15日から施行する。

平成19年6月23日改正
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編集後記

学会通信130号をお届けします。今回は7月2日に和歌山県立医科大学保健看護学部で開催さ
れました，第58回近畿学校保健学会の開催報告が主となっています。天候にも恵まれ，参加さ
れた会員の皆様には充実した1日になられたことと思います。今回は評議員会と総会を同時に
行うという初めての試みがなされました。その評価をする必要があると考えています。森岡学
会長はじめ事務局の先生方有難うございました。
さて東北地方太平洋沖地震そしてその後の大津波，福島第一原子力発電所の事故による東北
地方大震災は，未だに収束の気配さえ見えない状況です。この大震災で犠牲になった園児，児
童，生徒および学生が，9月12日現在で，620名を超えています。ご冥福をお祈りするとともに，
同じことが起こらないよう様々な教訓を生かして，避難経路の見直しや耐震構造の点検を行う
必要があると考えます。こういった最新の事象へも対応できる学会でありたいと考えています。
ホームページの方も一度ご覧ください。学会通信の内容をそのまま掲載するのではなく，住み
分けをしようと考えております。ホームページの内容につきましてもご意見をお寄せ下さい。

広報担当常任幹事　白石　龍生

第59回近畿学校保健学会のお知らせ

第59回近畿学校保健学会は以下の予定で行わ
れます。詳細は追って掲載いたします。

日時：平成24年6月23日（土）
午前10時～午後5時

場所：京都教育大学
JR奈良線　藤森駅下車　徒歩約3分
京阪本線　墨染駅下車　徒歩約7分

学会長：　井上　文夫　（京都教育大学）
事務局長：藤原　寛　　（京都府立医科大学）
総会と評議員会の同時開催および学会賞につ

いては第58回年次学会と同様の予定です。
またシンポジウムの公開も考えています。

日本セーフティプロモーション学会から
のお知らせ
第５回学術大会
「安全推進情報の共有と展開を目指して」

１．主催：日本セーフティプロモーション学会，
大阪教育大学 学校危機メンタルサポ
ートセンター

２．大会長：藤田大輔（大阪教育大学教授）
３．日時：2011年11月18日（金）～19日（土）
※19日は第9回学校危機メンタルサポートセ
ンターフォーラムとの共催

４．会場：大阪教育大学学校危機メンタルサポ
ートセンター
（大阪府池田市緑丘1-2-10）

５．参加費：6,000円（一般学会員）3,000円
（学生）（いずれも抄録代込み）

※19日午後（センターフォーラム）のみの参
加は1,000円（抄録集は含まず）

６．申込先：上記第５回学術大会　実行委員会
事務局（大阪教育大学学校危機メ
ンタルサポートセンター）

TEL：072-752-9905FAX：072-752-9904，
email：jssp_5th@cc.osaka-kyoiku.ac.jp
※「日本セーフティプロモーション学会第５
回学術大会」 検索


